近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１４クール日報（３月１６日～３月２２日）
	報告日
天気
	３月２０日（水）
雨
（気温：０度～８度）
	報告者
	兵庫県社協　久保
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１４クール：吉村、芦谷、大江、大西、熊代、南、沖野、粟田、田淵、久保
関ブロＢ１３クール：大澤、森下、又平（静岡県内社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
9:40 ボランティア送り出し完了
（田鶴浜、西湊、矢田郷）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:40 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
田鶴浜コミュニティセンター駐車場
（1日目）

	
	17:20 終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V80名（延べ103名）、現地調査14件（一般11件、現場系0件、キャンセル3件）ニーズ対応19件（うち完了16件、継続3件）］
・本日より支援Ｐ上村さん（大分県社協）が本部支援として常駐。
●マッチング担当
・和歌山県V20名も含んだ80名が参加。悪天候により活動日を延期したケースもあったが、多くのニーズを対応完了にすることができた。
・悪天候のためバディコムの調子が悪かった。
→リーダーと連絡が繋がらないことが数日間で何件かあるため、設定範囲を変えないようバディコムの電源を落とさないようにする。また無線バディコムもあるため、運転Vや仮仮置き場担当を中心に活用していきたい。
・運転V送り出しの際、免許証のコピーをこれまで取っていたが、免許証と運転者に渡すバディコムIDが分かるように本部のスマートフォンで写真を撮るよう変更。スムーズに送り出しをすることができた。
●資材担当
・悪天候のため、資材のふき取り等を関ブロBメンバーにも協力してもらいながら行った。
・1階に設置のホワイトボードで資材在庫管理表を作成。また七尾市社協側でビブスを100枚発注してもらった。
●現地調査担当
　・災害Ｖコーディネーター4名、近ブロ2名、丸亀市2名の4班構成で実施。
●仮仮置き場担当
・田鶴浜開設日。トイレの場所が仮設から体育館内に変更されていた。
・活動に参加したボランティア1名がケガをした。大きなけがには至らなかったが、大事を取って病院を受診してもらうよう依頼。
　→ボランティアには防塵手袋を着用するよう注意喚起する
・活動場所である田鶴浜コミセンの駐車場内にキャンピングカーが置いてあった。破片などが飛んで車体に傷がつかないようVCの車を盾にして守るようにした。
・荷物を下ろす際に人手が必要。運転手だけではなく助手席にもう1名ほしい。
　→仮置き場に持っていく際に一般Vに声掛けをして流動的にサポートに入ってもらう。
・本日よりパッカー車が導入された（3月31日までで不定期の導入）木くずなど4往復分運んでもらい、効率よく進めることができた。

	今後の主な予定
	●明日3/21（水)の動き
・近ブロ15クールへの引継ぎ日。また20日からＶＣ入りした関ブロＢにも同時に引継ぎを行う。当面関ブロＢの派遣メンバーには、各班のサポートとして流動的に対応してもらう。

	調整課題・所感等
	・25日から運用開始のテント村はＶＣから約1.5㎞離れた場所に位置。ＶＣに8時45分集合で周知されている。現時点で25日と26日は100名のボランティアが参加。それ以降も100名に近い人数がボランティアとして参加される。また日によって変動するが25日と26日には全体で約10名、車持ち込みで活動に参加してもらえる。車の数が増えるため、マッチング数も伸ばすことができる。テント村の集計情報は週1回更新されたものを提供してもらえるが、情報を把握しながら25日以降マッチング件数を伸ばしていきたい。
・5月末で仮置き場が閉鎖。残ニーズは現在785件であり、これらを鑑みると1日マッチングは最低19件対応したい。ただ4月中下旬～GWにかけて表面化されなかったニーズが新たに出てくるかもしれない。
・イオンの派遣が3月31日で終了。4月以降は関ブロBメンバーにその役割を担ってもらう。
・現調特化日を10日に1回程度作っていたが、現在石川県社協経由で、石川県内市町社協に現調人員の派遣を要望中。人数が集まれば、派遣のタイミングを現調特化日にしたい。

	その他
	・雨天時はボランティアが着用したビブスを乾かす必要があるが、濡れるビブスを減らせるよう、雨天時はリーダーのみ着用でもよい。雨天時は資材班も人手が必要になるので、関ブロBメンバーを中心に天候に合わせて対応人員を増やせるよう調整していきたい。
・今後運転Ｖに対してアルコールチェックを実施する予定。アルコールチェッカー2つで確認を取るのと、日誌にて運転Vを管理する。



